
令和６年度
退職教員のための説明会

（機器、薬品処理など研究室閉鎖準備)

物質理工学院（大岡山地区）安全衛生委員会
委員長 石曽根 隆

工・物・環（大岡山地区）安全管理室

令和６年１２月１６日（月）
１３時３０分～



定年・早期退職時の手続き一覧
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本日の対象



本学で行われた研究等及びその成果に関しての留意点
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事項 留意点 問い合わせ先
奨学寄附金 奨学寄附金に残額がある場合は、次のいずれかの手続きを行ってください。

・他の教員等へ使途変更を行う
・異動先大学等へ移し換えを行う

産学連携企画G 内線3816
san.gyo@jim.titech.ac.jp

民間機関等
との共同研
究又は受託
研究

退職・転出前に研究経費の全額執行をお願いします。
難しい場合には早期に産学連携第１・２契約G に連絡願います。
研究契約書を確認し、その契約条項の義務を履行してください。
主な事項は次のとおりです。
①発明等の研究成果を得たときは、産学連携課に相談すること。
②秘密情報を第三者に開示し又は提供するときは、事前に契約相手方の書面に

よる同意を得ること。
③秘密情報を当該研究目的以外で使用するときは、事前に契約相手方の書面に

よる同意を得ること。
④研究成果を公開し又は発表するときは、当該研究契約書に規定する条件を

遵守すること。

①知的財産管理G 内線3819
san.chi@jim.titech.ac.jp
②～④
・産学連携契約第１G（大岡山地区（総合研究院、

未来社会創成研究院、新産業創成研究院、生命
理工学院除く）) 内線3807

・産学連携契約第２G（すずかけ台・田町地区、
総合研究院、未来社会創成研究院、新産業創成研
究院、生命理工学院） 内線3973

（産学連携契約第１・２G共通アドレス）
san.kyo@jim.titech.ac.jp

職務発明等
に係る補償
金等の支払
い

退職後に、以下の支払いが発生した際には、新規で振込先口座の登録が必
要となるため、改めて振込依頼書の提出をお願いする場合があります。
なお、退職後の連絡先については、右記までご連絡ください（転居等により
変更が生じた場合も同様）。
①登録補償金
②譲渡金やライセンス先からの実施料収入等に係る発明者の方への配当
※研究室配当分については、後継の研究室等を事前に確認させていただきます。
※ひとつの案件について、複数の発明者がいる場合は、筆頭発明者の方に、

他の発明者の方への連絡取りまとめもお願いしております。ご了承ください。

知的財産G 内線3819
san.chi@jim.titech.ac.jp



退職・異動教員の研究室閉鎖に向けて
• 機器（設備）

物品の移動（他機関、学内）、廃棄（返納）など。特にPCB、
水銀、鉛、アスベストに注意。アスベストは古い実験台、
ドラフトにも使用例あり。

• 一般ゴミ
量が多いため処分に人手が必要

• 試薬類
引継ぎ、廃棄（試薬・サンプル・廃液）、IASOで登録状況確認

• 高圧ガスボンベ
IASO-Gで登録状況確認
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機器（設備）について
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• 物品の移動
他機関へ（譲与）
学内で引継ぎ（使用責任者変更）

[使用責任者管理物品一覧表]内の「物品の取扱い」欄に加筆、返送(〆：12/26(木))
すると財産管理第１グループから必要書類が送られてきます。

• 廃棄（12/2 工・物・環合同電子掲示板4055A通知参照）
返納物品回収 1/28(火） （返納物品リスト提出 1/17 17時〆厳守）
平成27年(2015年)1月以降に購入したパソコンは10万円未満でも備品扱い
次回の返納予定：令和7年3月（退職教員のみ備品も可）
水銀、鉛、PCB、アスベスト含有物は、環境・安全推進室へ急いで連絡。
工・物・環（大岡山地区）安全管理室および系担当事務へ連絡、処理方法に
関して支援致します。

• 手続き
物品管理 ： 財産管理第１グループ



退職に伴う物品移動のお願い
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令和6年11月14日
退職予定教員 各位

財務部財務課
財産管理第１グループ

退職に伴う物品の移動に関する事務手続きについて（依頼）

日頃より物品使用責任者として、物品管理業務にご協力いただきまして誠にあり
がとうございます。

さて、退職に伴う物品の移動を適正かつ円滑に行うため、貴研究室等で現在管理
している物品のリスト（令和6年9月末時点）をお送りさせていただきます。各物品
の退職後の取扱いを【使用責任者管理物品一覧表】の「物品の取扱い」欄に加筆の
上ご返送ください。

なお、ご不明な点がございましたら、下記担当までお問い合わせください。

【記入方法】下記3パターンに基づきご記入ください。
・退職後に他機関で使用する

／他機関に所属する教員に移管する場合 → 譲与
※但し、民間企業への譲与はできません。

・本学の他教員に使用者変更する場合
※変更先教員の了承を必ず得てください → 使用責任者変更

・廃棄する場合 → 返納

【提出締切日】
令和6年12月26日（木）

〔本件担当〕
財務部財務課財産管理第1グループ

継國・蓮池・松本・中谷・井上
E-mail：shisankanri@jim.titech.ac.jp

資産管理
【依頼：12/26（木）〆切】令和6年度定年退職に伴う物品移動のお願い（○○先生）

○○先生

お世話になっております。
財産管理第１グループの○○と申します。
標記の件につきまして、別添の通り依頼文をお送りいたします。
お忙しいところ大変恐縮ですが、
12月26日（木）までにご回答くださいますようお願い申し上げます。
---------------------------
＜添付資料＞
１. R6年度定年退職に伴う物品の移動に関する事務手続きについて（依頼）
２. 【回答様式】管理責任者管理物品一覧表
３．「物品譲渡依頼書」
---------------------------
※一覧表は今年度9月購入分までとなっております。今年度10月以降に購入した物品が

ありましたら、購入依頼番号をご教示いただけますと幸いです。
※ご回答の際に、「管理責任者変更」とされる場合には、一覧表の黄色い網掛け部分は

全て埋めてください。変更先のお名前はフルネームでお願いいたします。
※ご回答の際に、「譲渡」とされる場合には、物品譲渡依頼書」も併せてご作成ください。

複数譲渡先がある場合は、お手数ですが、その分ご作成ください。
※既に返納等ご依頼いただいている場合については該当物品について記載いたしました。

内容等にお間違いないかご確認いただけますと幸いです。
誤りがございましたら、お手数ですがご修正いただきご提出をお願いいたします。

その他回答方法に関するご質問や期限までの回答が難しい等ございましたら
ご相談ください。

ご協力の程よろしくお願いいたします。

メール文章
11月18日 財務課財産管理第1グループよりメール連絡



物品譲渡依頼書
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見本



返納物品回収について
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ラベルに記入されている全ての記号、番号等を
記入すること。
古い番号で現行の数字12桁の物品管理番号（備
品番号）が分からない場合は、旧物品番号（ア
ルファベットか平仮名が含まれるもの）及び規
格等、出来る限り詳細な情報を記載すること。



一般ごみについて
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量が多いため、年度末で学生等がいなくなると
人手不足でゴミ捨てが難しくなる

• 書籍、書類など紙類

• 机、書棚など什器

• その他生活ゴミ



事例1
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退職時リスト • 退職前に、ここまでリスト
を作ったが、それでも1年後
にPCB混入物が見つかった。

PCB混入コンデンサ：
見落としがあるのは、仕方

ない。学院でも情報・注意を
共有して頂きたい。



事例２
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• 退職に向けて部屋の整理を進めていたが、1月を過ぎ、学生の
卒業・修了となった時、人手が足りなくなってしまった。



生活系廃棄物の分別について(大岡山・田町）
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試薬類について
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• IASO R7登録試薬類の適正処分

• 内容物が不明の試薬・サンプル類及び廃液
→在任中に対応完了するようお願いします

• 環境・安全推進室による回収までの保管管理

• 引継ぎ等の手続き



実験系廃棄物の分類
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廃試薬：年1回。申請は1～2月を予定。
廃サンプルは随時受付中。
水銀・鉛は、定期回収が無くなりました。
研究室より出て来た場合は、環境・安全推進室へご
相談ください。

※鉛含有試薬は廃試薬として回収

注：系等で保管するものがある場合は、学院長、
工・物・環（大岡山地区）安全管理室、各学院
事務グループへ保管場所を伝える。

申込み方法等の詳しい
手順は環境・安全推進室のHPをご覧下さい。
http://www.envpro.titech.ac.jp/
【注意事項】
・化学物質付着廃棄物であり、左記に記載された項目以外の処理方法等については、
環境・安全推進室にお問い合わせ下さい。
・廃掃法及び条例の遵法上、廃液及び廃棄物の処理を各研究室で独自に業者委託
しないで下さい。また、各事業場で個別に回収・処理を実施する場合は、事前に
環境・安全推進室にご相談ください。

http://www.envpro.titech.ac.jp/


(参考資料)令和5年度廃試薬 処理スケジュール
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水銀廃棄物の処理申請について
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水銀を廃棄する予定がある場合は下記へ個別に連絡して下さい。
【問い合わせ先】
環境・安全推進室
内 線：3040
e-mail：mercury@envpro.titech.ac.jp 
H  P   ：https://www.envpro.titech.ac.jp/

【費用負担について】
（1）水銀廃棄物の処理・運搬等の費用は、

2014年度より受益者負担としています。
（2）費用額については左記の「水銀処理費

参考単価表」をご覧下さい。
（3）直接処理費用の他に、梱包・収集・

運搬費も回収重量に応じた割合でご負
担いただきますが、これは全体の排出量
・件数に応じて変わります。

https://www.envpro.titech.ac.jp/


IASO R7, IASO G3の注意事項
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譲渡（同じIDユーザーに引き継ぐ時）

環境・安全推進室HP
「IASO R7／IASO G3」メニュー

>＞マニュアル・申請書類等ダウン
ロード内＜IASO  R7/G3登録事項変
更・追加願＞に記入し、環境・安全
推進室へ送る。

環境・安全推進室
＜HP＞

http://www.envpro.titech.ac.jp/

＜書類提出先＞
centerhp1@envpro.titech.ac.jp

http://www.envpro.titech.ac.jp/


IASO R7, IASO G3の注意事項
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譲渡（違うIDユーザーに引き継ぐ時）
１．すべての薬品、または譲渡する試薬をまず譲渡先で入庫登録をしてもらう。

その時、コメントⅡに「どこの研究室から引き継いだものか」「現在のバー
コードNo.」を記載してもらう。

【譲渡先画面】

２．上記１．で登録した譲渡先研究室IDのバーコードNo. を確認する。



IASO R7, IASO G3の注意事項
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譲渡（違うIDユーザーに引き継ぐ時）

３．譲渡した試薬の廃棄薬品登録を行う。その時コメントⅡに「どこの研究室へ
譲渡したか」「譲渡先のバーコードNo.」を記載する。

【自研究室画面】

OXY23000045



IASO R7, IASO G3の注意事項
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譲渡せず廃棄する場合（廃液）

廃液として処理した試薬がある場合は、空びん処理をしてコメントⅢに
いつ廃液として処理したかを記入する。
【自研究室画面】



IASO R7, IASO G3の注意事項

21

譲渡せず廃棄する場合（廃液）
廃試薬として申し込む薬品はIASO R7で廃棄薬品登録をし、期限内に環境・安全
推進室へ申し込む。（IASO R7で廃試薬登録をしただけでは申し込みにはなりま
せん。）
※ 廃試薬登録は教職員のPWのみ登録可能です。



IASO R7, IASO G3の注意事項
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譲渡せず廃棄する場合（廃液）

ファイル名：研究室ID_申請日.csv
送付先：環境・安全推進室 廃試薬係

chemical@envpro.titech.ac.jp

※担当者氏名・内線番号等をお知らせ
ください。
※今後の案内、連絡は送信メール内の
全員にいたしますので返信が必要な方
をCC:に加えておいてください（必ず教
員を含める）。

mailto:chemical@envpro.titech.ac.jp?Subject=%E2%97%8B%E2%97%8B%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%AE%A4%E3%80%80%E5%BB%83%E8%A9%A6%E8%96%AC%E5%87%A6%E7%90%86%E7%94%B3%E8%AB%8B
mailto:chemical@envpro.titech.ac.jp


IASO R7, IASO G3の注意事項
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※ IDの違う研究室に譲渡する場合と、すべての薬品を廃棄する場合は、IASO R7
の在庫リストを検索した時に「検索結果がありません。検索条件を確認の上、再度
検索してください。」となるまで空びん処理、もしくは廃試薬登録の処理を行って
下さい。



IASO R7, IASO G3の注意事項
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IASO G3 の処理
・高圧ガスボンベを業者へ返却した時に、GAS MANAGER画面でボンベ返却処理

を行う。
注：「空ボンベ」と「ボンベ返却」とは異なります。

「空ボンベ」とはボンベを業者に返却する前のボンベの事をいいます。
空ボンベ登録では返却された事にならないため機械上、いつまでも在庫
ボンベがある状態になり、集計にも含まれます。



IASO R7, IASO G3の注意事項
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IASO G3 の処理
※ IASO G3の在庫リストを検索した時に「検索結果がありません。検索条件を

確認の上、再度検索してください。」となるまでボンベ返却の処理を行って下さい。

OXZ/OXZ/●●研究室



毒劇物の学外等への持出持込について
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毒劇物取扱者は、毒劇物を学外又は他の学内の地区(以下「学外等」という。）に持ち出し持ち込
むことを原則として認めないことといたしました。(規則第５条第６項関係）
ただし、毒劇物取扱者の特段の理由により、学内に保有する毒劇物を学外に持ち出す必要がある
場合、また、当該取扱者が学内で購入した以外の毒劇物を大学に持ち込む必要がある場合には、
所定の手続きが必要となります。(規則第７条の２、第７条の３関係）

安全本部 環境・安全部門／防災・交通安全部門：https://www.gsmc.titech.ac.jp/index.html

毒劇物の持ち出し又は持ち込む予定日の２週間前まで
にご提出下さい
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